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１．はじめに 

現在、日本は福島原発事故によって原子力発電に対して不安の声が高まりつつある。ま

た石油、石炭のような化石エネルギーもこのままでは枯渇に向かっていくことになるとい

われている。そのような状態のなかでいま、新エネルギーの開発に目を向けられている。

特に原子力の資源であるウランのように危険のあるものでなく、クリーンでかつ安全な資

源を使った発電が求められている。そこで私たちは、クリーンで安全なバイオエタノール

を手に入れやすい資源から作ってみることにした。 

 

２．実験概要 

 バイオエタノールを作るという目的を持ったものの、トウモロコシやサトウキビからは

世界でも多く作られているので「おもしろくない」と思ったため、まだあまり注目されて

いない「海藻」から作ることができるのか、ということをわかめともずくで検証した。ま

た中庭に生えていた雑草でも行った。 

 

３．実験方法 

(1)海藻からアルギン酸をとる。 

まず、海藻に水を加え加熱し、沸騰してきたところに水酸  

化ナトリウムを投入。このことによって水溶性のアルギン酸   

ナトリウムをつくる。さらに不溶性にするために硫酸を加え 

る。すると、写真のような寒天質のアルギン酸が沈殿した。 

これをクッキングペーパーを用いてろ過した。                            

(2)糖化、発酵させる。 

   アルギン酸を糖化、発酵させるために今回は塩こうじと日清ドライイーストを用い

た。それらを４種の試料(わかめ・もずくに塩こうじ・ドライイーストをそれぞれかけ

あわせたもの)を注射器に入れ、４０℃に保ち１週間保存した。後日、その様子をチェ

ックした。 

(3)ヨードホルム反応を用いての検知 

   保存しておいた試料にエタノールがあれば、ヨー

ドホルム反応によって刺激臭を持つヨードホルムが

発生。これによってエタノールが発生したにではな

いかと推測することができる。右写真はヨードホル

ムの沈殿の写真。 

(雑草にも(２),(３)の操作を同じように行った。) 



４．結果と考察 

 わかめ × 塩こうじの試料

は、エタノールが発生したので

はないかと考えられる。また、

発酵させるためにはドライイ

ーストより塩こうじのほうが

効果的だと考えられる。雑草に

関しても同様にエタノールが

発生したのではないかと考え

られる。発酵の材料もドライイ

ーストより塩こうじのほうが

効果的であった。また、ヨード

ホルム反応による検出において、もずくを使った試料が黒くなってヨードホルムの沈殿が

発生しているかどうかがわからなくなった。黒くなった原因がわからないので、今後調べ

ていきたい。また当初はエタノールの定量も行うつもりだったが、それ相応の器具や方法

が見つからなかったので今後調べ、試していきたい。 
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